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中山 大将（NAKAYAMA Taisho）＊  
 
本ワークショップの特徴は、日本と中国の大学間の若手の国際的ワークショップである

































                                                   
＊ 京都大学地域研究統合情報センター、助教、京都大学博士（農学）。  
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中山 大将 
ワークショップを終えて 
語の方がより多くの人々に届くかもしれません。しかし、日中の若手の交流の成果をまず
知って欲しいのは、やはり日本語や中国語に慣れ親しんだ人々だと思うのです。 
今回のワークショップでは三つの新たな試みを行いました。ひとつは、南京大学以外か
らも海外からの参加者を招いたことです。特に台湾からの若手を呼ぶことで、より広い視
野で東アジアの学的状況を考えるきっかけになったと思います。ふたつ目は討論会を行っ
たことです。個々の若手研究者がどんな研究を各自行っているのかを知ることももちろん
大切ですが、若手研究者として同世代の研究者が何を考えているのかを知ることは、我々
が未来を共有していく上で重要な一歩であると考えたのです。そして実際に多くのことを
共有していることを見出すことができました。  
これまでの 5 回のワークショップを通して改めて思うのは、お互いのことを知りたいと
思うこと自体が、我々が未来を共有していく上でとても重要なことであるということです。 
本ワークショップの開催にあたっては、多くの方々のご協力を得ました。心よりお礼を
申し上げます。  
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